
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6 月 21 日（日）10:00～16:00、ピアザ淡海（滋賀

県立県民交流センター）にて、第 51 回全国学童保育指

導員学校･西日本･滋賀会場が開催されました。 

午前中は「子どものそだちとあそび～ともに考え、と

もに創るあそび世界～」をテーマに代田盛一郎さん（大

阪健康福祉短期大学）による全体講座、午後は 17 の講

座にわかれて学びました。 

愛知からは 162 名が参加、全体では 800 名を超え

る参加者数となりました。 

指導員学校は、全国連協が主催する学童保育の研修会

です｡ 

全国 8 会場（北海道､東北､北関東､南関東､西日本 2

会場、四国､九州）で毎年 1 回開催され、愛知は、岐阜･

三重･滋賀･京都･石川とともに西日本会場の 1 つを担当

しています。  

今回も学童保育を専門とする研究者や実践者が参加

者とともに学びあい、専門性を高めあう機会となりまし

た。             指導員学校 PT 平岩 

 

 

            

 

 

7 月 1 日から全国研の申し込みが始まっています。

現地（山形）もオンラインも分科会ごとに定員が決まっ

ていますので、受講テーマが決まっている方はお早めに

お申し込みください。締め切りは 9 月 24 日です。確

保した宿も、前泊のものを中心に残っています（7 月 31

日現在）。安い宿から順に埋まっている感じです。宿を

お探しの方はお早目にどうぞ。現地ですごい人数に圧倒

されてもらいたいところですが、さすがに遠いので、オ

ンラインもご活用ください。同じ悩みを抱える全国の仲

間と交流しましょう！PR 部隊も引き続き募集中です

（今年は 2 名増えました）。全国研が大好きな方、県連

協までご連絡ください。    全国研 PR 部隊 藤田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

               このたびの熊本地震

により被災された皆

さま、ならびに学童保

育関係者の皆さまに

心よりお見舞い申し

上げます。被災地域で

は、子どもたちや保護 

者の皆さまが大きな不安の中で過ごされていることと 

思います。私たちは学童保育に携わる仲間として被災地 

に心を寄せ、子どもたちが安心して過ごせる居場所と日 

常を一日も早く取り戻せるよう願っています。       

あいち学童保育災害支援「えがおプロジェクト」では、

被災した学童保育への支援を目的として、「熊本地震 学

童保育支援募金」へのご協力を呼びかけています。 

全国学童保育連絡協議会でも自然災害募金が取り組

まれていますが、まずは愛知県内で募金を集約していき

たいと考えています。 

ぜひ各地域連絡協議会、各学童保育所、保護者会の皆

さまにおかれましても、募金へのご協力をお願いいたし

ます。 

第 61 回全国学童保育研究集会 参加申し込み

はじまりました！ 

あいちの学童保育 

令和 8 年熊本地震 支援に向けて 
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第 51 回全国学童保育指導員学校･西日本･滋賀

会場（オンライン併用）が開催されました 

宿泊を希望する方は、参加申し込み後に、上記の二次元コー

ド【（株）日本旅行東北山形支店】の申し込みサイトよりお申

し込みください。 

http://gakudou.sub.jp/kenrenpdf/2026/61zenkoku-poster.pdf
http://gakudou.me/
https://va.apollon.nta.co.jp/gakudou2026/
https://va.apollon.nta.co.jp/gakudou2026/shukuhaku
https://gakudou.sub.jp/kenrenpdf/2026/61leaflet.pdf
http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d61/entry
http://gakudou.sub.jp/kenrenpdf/2026/R8-kumamoto.pdf


【熊本地震 学童保育支援募金】 

三菱 UFJ 銀行 蟹江支店（店番号 234） 

普通預金 1714688 

口座名義 名古屋市学童保育連絡協議会事務局 

 （ナゴヤシガクドウホイクレンラクキョウギカイジム

キョク） 

＜募金締切＞ 

第 1 次締切 8 月末、第 2 次締切 9 月末を予定して

います。 

また、各クラブにおいて募金箱を設置するなど、子ど

もたちや保護者の皆さんにも広く呼びかけていただけ

ると幸いです。一人ひとりの思いを被災地の学童保育へ

届ける取り組みにご協力をお願いいたします。 

＜災害に備え、学童保育のつながりを広げまし

ょう＞ 

今後、私たちの住む地域においても、南海トラフ巨大

地震をはじめとする大規模地震や風水害が発生する可

能性があります。そのような災害時には、子どもたちの

安全を確保するとともに、安心して過ごせる「いつもの

場所」を一日も早く取り戻すことが求められます。 

学童保育が早期に再開されることは、保護者の生活再

建を支えるだけでなく、子どもたちの心理的な安心を守

るうえでも大変重要な役割を果たします。 

愛知県学童保育連絡協議会では、災害発生時に各地域

や学童保育所の状況を迅速に把握し、支援につなげるた

め、「安否確認・被災状況の情報センター」機能の整備

と、地域間の連携・情報共有体制の構築を進めています。 

＜「防災あいちの学童」オープンチャットへの登

録をお願いします＞ 

災害時の情報共有と情報集約を目的として、LINE オ

ープンチャット「防災あいちの学童」を運営しています。

災害発生時には、被災状況の共有、支援情報の発信、行

政・関係団体からの情報提供、各地域の状況確認などを

行う重要な情報基盤として活用します。 

発災後の復旧・復興には横のつながりが欠かせません。

迅速な情報共有と支援体制づくりのため、各クラブから

の登録をお願いいたします。 

災害時の重要なお知らせも、このオープンチャットを

通じて発信します。必ず事前登録をお願いします。 

＜「学童保育 災害状況報告フォーム」の周知を

お願いします＞ 

県連協では、災害発生時の状況を把握するため、「学

童保育 災害状況報告フォーム」を準備しています。 

発災後には、各クラブの被害状況や運営状況、支援ニ

ーズなどをこのフォームから報告していただくことで、

県連協による支援活動や情報集約に役立てます。 

災害への備えは、発災後ではなく発災前から始まって

います。子どもたちと学童保育を守るために、そして困

った時に支え合えるネットワークをつくるために、「防

災あいちの学童」オープンチャットへの登録と災害状況

報告フォームの周知にご協力をお願いいたします。 

           えがおプロジェクト 廣川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の学童ほいく誌 2026 年 7 

月号の特集は「学童保育の生活と子 

どもの発達」で、連載講座の執筆者・ 

寺川先生をはじめ、指導員さん、保 

護者さんの思いや視点を読むこと 

ができます。 

1 年生から 6 年生までの 6 年間を子どもと共に生活

していれば、その子どもの発達を間近で見る・感じるこ

とができます。もちろん、1 年間の間でも子どもの成長・

発達を見ることはできるのですが、学童保育での魅力は

やはり、ひとりの子どもの長い年月における変化・成長・

発達に触れることができることにあると思っています。 

子どもたちひとりひとりの発達は、私たちが学ぶ知識の

「児童発達」の通りにいくものではありません。だから

といって蔑ろにできるものでもありません。『子どもの

発達を見守るまなざしを豊かに』するために私が大切に

したいことは、「知識と経験と勘(直観・感覚)」だと考え

ています（ただこれは、指導員としての全ての分野に通

ずることなのですが）。 

知識を参考に、経験を参考に、勘（直観）で子どもの

姿を捉えること。思いを巡らせ、問い、推測し、仮定し

て実践する。ただ子どもたちと楽しく遊んでいるだけで

はありません。そんなことを意識して、これからも子ど

もたちと生活していきます。    

県連協役員 佐藤幸平 

ほいく誌コラム 

←LINE オープンチャッ

ト「【防災】あいちの学童」 

「学童保育 災害状況報

告フォーム」→ 

https://line.me/ti/g2/wgdQbiAWglJzRmPPudqPYE3NI_HsNQb3zf7u4w?utm_source=invitation&utm_medium=link_copy&utm_campaign=default
https://forms.gle/Xf8LF5oXeqj4iJuT7

